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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、遠隔教育学におけるインタアクション・デザインの系譜を踏まえて、最
も効率的かつ効果的な教授・学習デザイン/カリキュラムデザインの考え方を、仮説モデルの提案およびその検証を通
じて、考察することだった。
　本研究の提示モデルは、インフォーマル学習を含むオンライン学習のグローバル化・多様化・過飽和状況におかれた
今日において、正規教育機関が進むべき方向を示唆している。
　本研究の成果は、国際学会における口頭発表・発表論文、国際学術誌論文、および英文書籍のかたちで、共有・還元
された。　

研究成果の概要（英文）：　　　This study aims to propose the optimal teaching/learning model, or 
curriculum design model, from the perspective of interaction design in online and blended learning. The 
concept of optimal learning focuses particularly on learning quality, efficiency, and effectiveness, 
including cost issues, in this research. The research outcomes include a suggestion on the possibility 
and potential of formal education to survive in this era where online and informal learning 
opportunities, such as open educational resources (OERs), massive open online courses (MOOCs), and 
others, abound.
　　　The outcome results were publicly shared in the forms of presentations and proceedings in 
international conferences, international open access journal papers, online book chapters, and websites 
generated for information sharing of this research project.

研究分野： 教育工学・CALL・遠隔教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
本研究課題は、教育工学のサブカテゴリー

である遠隔教育学に依拠し、教授・学習デザ
インにおけるインタアクション（双方向的交
流）について考える。 
本研究課題には先行研究として確立した

共通理解の蓄積がある。第一が、遠隔教育学
の祖とも言われるマイケル・ムーア（アメリ
カ）が 1989 年に提唱の Three Types of 
Interaction（引用①）である。本モデルは
学生－学生・学生－教員・学生－内容の３要
素からなるシンプルなものだが、数多の研究
がムーア・モデルに基づきなされている。第
二が、テリー・アンダーソン＆ランディ・ギ
ャリソン（カナダ）が 1998 年に提唱の Modes 
of Interaction（引用②）である。本モデル
は、ムーアの３要素に加えて教員－教員、教
員－内容、内容－内容の３要素を加えた６要
素からなる拡大モデルである。現在より約 20
年前、オンライン学習の取り込みがまだ萌芽
期にあった時代にその重要性を先取りしモ
デル化している点に意義がある。また、内容
－内容のカテゴリーに表現されたインタア
クションの様態は、現代における人工知能の
独り立ちを予期・包摂している点も目を引く。 
 

      図１ Modes of Interaction 
 
 加えて、テリー・アンダーソンは 2003 年
に Equivalency Theorem の名称によりオンラ
イン遠隔教育におけるインタアクション・デ
ザインについて学習効率/効果・対費用効果
における最適モデルに関する仮説を提唱し
た（引用③）。これらは二つの文章的仮説か
らなるシンプルなものだが、その定量的検証
として、教育研究分野におけるメタアナリス
で著名な Bernard et al.（コンコーディア大
学グループ）による 2009 年発表の大きな仕
事がある。本メタアナリシスにおいて、アン
ダーソンの二仮説はその妥当性が支持され
ており（引用④）、これが本研究課題の指針
の支柱をなす。また、研究代表による先行研
究としては、アンダーソン氏とともに執筆の
ジャーナル論文二本（引用⑤と⑥）があり、
本研究の基盤をなすものである。 
 
 

２．研究の目的 
 
本研究の目的は、以上の先行研究を踏まえ

て、① Equivalency Theorem に基づき、対面・
オンライン・ブレンド型等、様々な教授・学
習様態を包摂する定量化モデルを試作する
こと、また、② この定量化モデルを検証し、
教授・学習様態ほか様々に教育活動に関わる
諸要因を変数に捉えた最も効率的かつ効果
的な教授・学習/カリキュラムをデザインす
るための客観的手段を提案することだった。 
 

３．研究の方法 
 
 本研究では、定量化モデルの考案過程は、
アブダクションによる仮説形成に似たプロ
セスと考える。仮説モデルの検証は、モデル
に基づく設定された要素・変数のいくつかを
質問紙法により数値化・可視化し、これにつ
いて考察、さらなる定量化モデルの精査を目
指した。 
 
４．研究成果 
 
本研究開始時における遠隔教育の様態は、

個々の教育機関が個別に教育活動を提供す
る、「閉ざされた教育システム」を念頭とし
ていた。しかしながら、研究期間のあいだに
同時並行的に遠隔教育の諸相が急激にオン
ライン化・グローバル化（OERs, OCW, MOOCs, 
等）し、個別の教育様態を数多のネットワー
クに浮かぶ生きたエコシステムである「開か
れた教育システム」として、前提条件を軌道
修正する必要が生じた。他方、下記成果（４）
に報告する通り、この修正過程で生まれた学
びの様態に関する新モデルの提案が、欧州圏
で認知の高い EDEN (2013)での発表に際し先
に述べたマイケル・ムーアがチェアを務める
セッションにて口頭発表するチャンスを得
て best research paper finalists に選ばれ
た。英語非母語話者の発表者が教育の未来に
ついて概念論を展開することに聴衆の反応
も良好だった。同年、この際の発表をもとに
試作した extended model（図３）は、 JiME
への投稿論文の執筆中に生まれた副産物で
ある。 
以下、本研究の成果を列挙して述べる。 

 
（１） 概念の明確化 
 
テリー・アンダーソンによる Equivalency 

Theorem には、提唱当初の 2003 年時点では、
Interaction の文字は入っていなかった。ア
サバスカ大学大学院にオンラインで在学中
に師弟関係となった研究代表はアンダーソ
ン氏にInteractionの文字を入れた方が何に
ついての仮説が分かりやすいのではと提案
したことが影響してかしないか、ある時点で
本論文（引用⑤）の表記が Interaction 
Equivalency Theorem に修正され、以後、同



氏との共著はすべてこの表記で統一してい
る。また、論文引用の際の便宜から短いネー
ミングのようなものがあったほうが良いの
ではとの提案に対し、アンダーソン氏自身が
EQuiv と命名した。加えて、EQuiv がいわゆ
る理系的な意味での不変原理を意味する「理
論」ではなく、教育分野で一般に共有される
「作業理論（working theory）」である特質
に鑑み、パースのアブダクションに関する議
論の共有を経て、「仮説」的提言であること
について合意を得た。EQuiv の定訳を公開す
る機会を得た折（雑誌論文①）、訳語を「イ
ンタアクション等価説」としたのはこの経緯
による。 
 

（２） 定量化モデルの提示 
 
2013 年秋に OUUK 主催の国際ジャーナル

JiME（雑誌論文④）に定量化モデルを提案し
た。概要は図２の通りで、ムーアによるイン
タアクションの３要素を基軸×９ポイント
（low-mid-high の３レベル）からなる９
grids を設定することで、教授・学習デザイ
ンにおけるインタアクションの量化が、教育
学的合理性・慣用性を踏まえて、可能との提
案である。 

図２ 9 point-scale EQuiv matrix 
 
 付随して、OERs, MOOCs, その他のインフ
ォーマル学習の普及・拡大・膨張が急速に進
む直現代の学びの様態をインタアクション
の観点から再考・表現した拡張モデルを同誌
に提案した（図３）。本モデルにおいて、単
数・複数の使い分けは、主体の非人称化状況
を示している。 
本モデルは、ある意味で“Define Web 3.0 

Contest” Winner である Robert O’Brien 
(2007) における Web 3.0 = Decentralized me 
（拙訳：「非集中化した私」）に似て（引用⑦）、
オンライン学習様態の過飽和状況を表現し
ようとている。 
 
（３）関連研究の博士論文支援 
 
 Interaction Equivalency Theorem の定量
化を研究課題として博士論文を執筆中の学
生が世界各地におり、コンタクトを得て、要 

図３ Modes of Interaction in Informal 
Learning Era （雑誌論文④） 

 
S: Student, C: Content, T: Teacher 

 
望に応じて研究支援を行っている。本研究期 
間のあいだに、ポルトガル公開大学（ポルト
ガル）北京師範大学（中国）、ランカスター
大学（イギリス）に在学していた博士課程の
諸氏が、それぞれに学位研究を完了した。 
 上記に加えて、本研究は研究代表が関与す
るだけでも、複数の研究者の卵達に引き継が
れている。 
 

（４）今後にむけて 
 
以上の研究成果に加えて、定量化モデルの

更なる検証・精査を行い、発展させていきた
い。 
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